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特集 善意のリレー ～日章旗が還るまで～

　
「
こ
れ
は
？
」

　

２
０
０
３
年
、
ア
ン
ト
ニ
ー
・
ウ
ィ
ド

フ
さ
ん
は
、
元
米
軍
大
尉
だ
っ
た
父
ジ
ェ

ラ
ル
ド
さ
ん
の
遺
品
を
整
理
し
て
い
た
。

手
に
し
た
の
は
、
東
洋
の
言
葉
が
書
き
連

ね
ら
れ
た
白
地
に
赤
い
旗
。
日
本
国
旗
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
が
、
な
ぜ
父
が
持

っ
て
い
た
の
か
、
当
時
の
彼
に
は
わ
か
る

は
ず
も
な
い
。彼
は
、首
を
か
し
げ
な
が
ら
、

そ
の
ま
ま
旗
を
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
発
見
こ
そ
が
こ
の
物
語
の
す
べ
て

の
始
ま
り
。
だ
が
、
物
語
は
、
ま
だ
始
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
と
も
言
え
る
し
、
60
年

に
わ
た
る
ド
ラ
マ
の
終
幕
を
、
す
で
に
迎

え
つ
つ
あ
っ
た
、
と
も
言
え
た
。

　
「
そ
れ
は
、
ニ
ッ
シ
ョ
ウ
キ
だ
よ
」

　

ア
ン
ト
ニ
ー
さ
ん
に
そ
う
教
え
て
く
れ

た
の
は
、
日
本
武
道
の
先
生
、
デ
ニ―

さ

ん
だ
っ
た
。
時
は
２
０
１
０
年
、
最
初
の

発
見
か
ら
７
年
が
経
過
し
て
い
た
。
ア
ン

ト
ニ
ー
さ
ん
は
、
先
生
か
ら
の
話
で
日
章

旗
の
意
味
や
、
そ
れ
が
遺
族
に
と
っ
て
、

い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か
を
知
っ
た
。

ぜ
ひ
、
遺
族
に
返
し
た
い
と
思
う
が
、
方

法
が
わ
か
ら
な
い
。

　

途
方
に
く
れ
た
ア
ン
ト
ニ
ー
さ
ん
に
、

先
生
は
言
っ
た
。

　
「
今
年
３
月
に
、
私
は
、
日
本
に
行
く

用
事
が
あ
る
ん
だ
が
ね
」

　
「
日
本
語
で
は
「
テ
ヅ
マ
リ
」
っ
て
言

う
ん
だ
っ
け
」
イ
ー
サ
ン
・
フ
ブ
ラ
ー
さ

ん
は
、
友
人
の
ア
ン
ト
ニ
ー
さ
ん
か
ら
頼

ま
れ
た
日
章
旗
の
持
ち
主
を
探
し
て
い
た
。

だ
が
、
す
ぐ
に
捜
索
は
行
き
詰
ま
っ
て
し

ま
う
。
慣
れ
な
い
土
地
で
の
捜
索
に
は
お

の
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
。

　

焦
燥
感
に
駆
ら
れ
る
フ
ブ
ラ
ー
さ
ん
の

前
に
、あ
る
日
、一
人
の
日
本
人
が
現
れ
た
。

　

山
田
久
志
さ
ん
。
恰
幅
の
よ
い
上
品
な

彼
と
は
、
と
あ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
で
知
り
会

っ
た
。
フ
ブ
ラ
ー
さ
ん
の
協
力
依
頼
に
、

彼
は
流
暢
な
英
語
で
答
え
た
。

「O
K
, I w

ill. W
e w
ish they w

ill be 
found im

m
ediately.

（
オ
ー
ケ
ー
、
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ご
遺
族
が
す
ぐ
に
見

つ
か
る
と
い
い
で
す
ね
）」

　
「
武
運
長
久
」、「
一
死
奉
公
」
な
ど
の

文
字
が
並
ぶ
日
章
旗
。

　

山
田
さ
ん
は
、
そ
の
中
か
ら
「
休
場
青

年
会
」、「
喜
蔵
君
頑
張
」
の
文
字
に
着
目

し
た
。
旗
の
持
ち
主
は「
喜
蔵
」さ
ん
、「
休

場
」
は
地
名
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の
だ
。

　

山
田
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で「
休
場
」の
地
名
が
あ
る
自
治
体
を
調
べ
、

手
紙
を
送
っ
た
。
50
カ
所
に
も
な
る
そ
の

手
紙
の
費
用
も
全
て
自
費
だ
。

　
「
あ
な
た
を
突
き
動
か
し
た
熱
意
は
何

だ
っ
た
の
で
す
か
」

　

引
き
渡
し
式
の
日
、
マ
ス
コ
ミ
は
、
山

田
さ
ん
の
献
身
的
で
熱
心
な
姿
勢
に
驚
き
、

そ
う
尋
ね
た
。

　
「
私
も
叔
父
を
戦
争
で
亡
く
し
た
も
の

で
す
か
ら
」

　

彼
も
遺
族
。
戦
争
の
被
害
者
だ
っ
た
。

　

次
々
と
、
全
国
の
市
や
町
か
ら
返
事
が

返
っ
て
き
た
。
高
揚
し
た
気
持
ち
で
封
を

切
る
も
の
の
、
た
め
息
と
共
に
封
筒
に
戻

す
日
々
が
続
い
た
。

　

該
当
な
し
の
返
事
は
、
す
で
に
10
通
を

超
え
て
い
た
。

　

10
月
４
日
、
南
島
原
市
に
も
、
山
田
さ

ん
か
ら
手
紙
が
届
い
て
い
た
。

　

手
紙
を
開
封
し
た
の
は
、
福
祉
課
の
江

越
嘉
夫
さ
ん
。
江
越
さ
ん
は
、
日
章
旗
に

書
か
れ
た
い
く
つ
か
の
名
前
の
う
ち
「
松

本
實
男
」
の
名
前
に
目
を
止
め
た
。
休
場

自
治
会
は
彼
の
近
隣
の
自
治
会
。

　
「
こ
れ
、
う
ち
の
近
所
の
人
の
、
旗
だ
」

　
「
姉
や
ん
！
兄
や
ん
が
帰
っ
て
来
た
ぞ
」

　

引
き
渡
し
式
で
、
日
章
旗
を
受
け
取
っ

た
實
男
さ
ん
は
、
開
口
一
番
、
姉
・
一
ノ

瀬
チ
ヱ
オ
さ
ん
に
そ
う
い
っ
た
。

　

す
す
り
泣
く
声
が
会
場
を
満
た
す
10
月

19
日
、
67
年
に
わ
た
る
喜
蔵
さ
ん
の
日
章

旗
は
在
る
べ
き
場
所
へ
還
り
、
そ
の
旅
は
、

終
わ
り
を
迎
え
た
。

　
「
当
時
は
、戦
争
に
行
く
の
が
当
た
り
前
。

死
ん
で
帰
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
時
代
だ

っ
た
け
ど
、
身
内
が
そ
の
死
を
悲
し
ま
な

い
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
」

　

松
本
さ
ん
の
日
章
旗
は
、
還
っ
て
来
た
。

だ
が
、
喜
蔵
さ
ん
の
命
が
蘇
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
。

　

戦
争
は
、
大
切
な
人
の
命
を
奪
い
、
遺

族
は
、
60
年
経
た
い
ま
も
、
そ
の
悲
し
み

を
重
く
背
負
っ
て
生
き
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
戦
争
が
起
こ
る
度

に
こ
の
悲
し
み
は
繰
り
返
さ
れ
る
。

　
「
戦
争
の
悲
劇
」

　

日
章
旗
は
、
私
た
ち
に
、
は
た
め
く
こ

と
な
く
、
知
ら
し
め
続
け
る
。

　長い歳月はかかりましたが、喜蔵さんの日章旗を無
事にお返しすることができて、とても嬉しく思います。
　日章旗の重要性を理解していなかったことをお許し
ください。そうでなければ、もっと早く（日章旗を）
返していたことでしょう。
　日章旗をお返しすることで、喜蔵さんの魂、ご家族、
友人や関係する皆さんの幸せをお祈りします。
　私は、喜蔵さんの日章旗が父の手に渡った経緯を知
りたいのですが、残念なことに、父は生前日章旗につ
いて話すことはありませんでしたし、他の家族も日章

旗を持っていたことさえ知りませんでした。
　私にとって唯一の事実、それは喜蔵さんの魂が家族
の元に還ったことであり、それが私の喜びです。
I am very glad to know that Kizou San's flag is being returned 
home after so long. I am sorry to have been ignorant not 
understanding the significance of the flag; otherwise it would 
have been returned sooner. I hope the receipt of the flag brings 
peace to Kizou San's soul, his family, friends and all concerned.
I wish I knew the story behind my father's possession of Kizou 
San's flag. Unfortunately he never spoke about it and no one else 
in the immediate family remembers anything about it either. 
The only peace of mind I have been able to find is in the 
knowledge that Kizou's spirit has been returned home.

アントニーさんからのメッセージ

日章旗を終生にわたり
保管。

日章旗を遺族に返そう
と決断。

日本で日章旗の持ち主
を捜索。

中心となって捜索。
国や自治体へ照会。

旗が實男さんの兄のも
のであることを発見。

故 ジェラルド・
J・ウィドフさん

アントニー・
ウィドフさん

イ ー サ ン・
フブラーさん

山 田  久 志さん
（千葉県在住）

江 越  嘉 夫さん
（市職員）

遺
品
か
ら
発
見

捜 

索 

依 

頼

協 

力 

依 

頼

手
掛
か
り
と
な
る

国
や
自
治
体
に
手
紙
を
送
付

67
年
ぶ
り
に
家
族
の
も
と
へ

親  

子
友  

人
友  

人

あ
ね

あ
ん

日
章
旗
が
還
る
ま
で

物語風~
K

izou San’s Flag~

←日章旗を手にし、涙ぐむ一ノ瀬チヱオさん

　昭和20年７月７日にビルマ（現在のミャンマー）で戦死した松本喜蔵さんの
日章旗が、喜蔵さんの弟である松本實男さんら遺族のもとへ引き渡されました。
　10月19日の引き渡し式には松本實男さんのほか、喜蔵さんの遺族30人も出
席。藤原市長立ち会いのもと、フブラーさんから、實男さんら遺族に日章旗
が手渡されました。
　日章旗を手にした實男さんが、「言葉になりません」と声を詰まらせると、
遺族の間からはすすり泣く声が聞こえました。
　実に67年ぶりに、日章旗が遺族のもとに届いたのは、運でも偶然でもあり
ません。関わった皆さんの善意のリレーが、そこにありました。

故 松本喜蔵 氏
大正11年８月6日、西有家町
慈恩寺休場に生まれる。

日
章
旗
を
手
に
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
出
征
。

昭
和
20
年
７
月
７
日
に
戦
死
。
戦
死
時
の
遺
品
は
、

わ
ず
か
な
髪
の
毛
と
砂
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。

特集 善意のリレー ～日章旗が還るまで～
松本實男さんら遺族の皆さん↑ ↑写真左から、藤原市長、松本實男さん、イーサン・フブラーさん、山田久志さん。


